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令和元年度 大垣市教育振興基本計画策定委員会 

第1回会議録 
 

１ と き  令和元年7月19日（金）9:30～10:40 

 

２ ところ  大垣市役所北庁舎北館1階 教育委員会室 

 

３ 出席者  三宅治委員長、長谷川哲也副委員長、井上瞳委員、三代広子委員、 

川合麻美委員、川合美穂子委員 

（欠席 田村弘司委員） 

 

４ 事務局  山本教育長、守屋事務局長、山下庶務課長、渡邊学校教育課長、 

石橋教育総合研究所長、堀社会教育スポーツ課長、 

中井文化振興課長、大谷上石津地域教育事務所長、 

加藤墨俣地域教育事務所長、中山南部北部学校給食センター所長、 

安田図書館長、吉安庶務課主幹、大橋庶務課主査 

 

５ 傍聴者  なし 

 

６ 議 題 

⑴ 委員長並びに副委員長の選出について 

⑵ 計画の概要・スケジュールについて 

⑶ 策定の趣旨 ～ 基本理念・基本方針について 

⑷ 分野別振興計画について 

⑸ 計画の推進体制・資料について 
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７ 会議録 

⑴ 委員長並びに副委員長の選出について 

  委員より事務局案提示の発言があり、事務局案どおり、三宅委員長、長谷川副委員

長を選任。 

 

⑵ 計画の概要・スケジュールについて 

  資料に基づき、山下庶務課長が説明。 

  質問、意見なし。 

 

⑶ 策定の趣旨 ～ 基本理念・基本方針について 

  資料に基づき、山下庶務課長が説明 

発言者 発言概要 

委員 教育大綱を準用した基本理念・基本方針について、若い方から年配の

方まで考察されており、また、地元のことや将来について網羅されて

いて良いと感じた。 

 

⑷ 分野別振興計画について 

  資料に基づき、山下庶務課長が説明。 

   以下、質疑応答の概要。 

発言者 発言概要 

委員 スポーツ推進分野の基本目標2の基本施策⑴に、日本体育協会公認指導

者資格やスポーツ少年団認定育成員資格とあるが、日本体育協会は日

本スポーツ協会に名称変更している。 

また、2020年に、日本スポーツ協会の資格と、スポーツ少年団の資格

が統合されることになっているのでご留意願いたい。 

良い施策が沢山あるが、内容を読んで何をやるかが分かるものと、分

からないものがある。箇条書きで事業があると分かりやすい。 

山下 庶務課

長 

この計画については、具体的な事業については、5年の間に変わってい

くため載せない方向で考えている。 

委員 年次計画の中で具体的に出てくるということだと思う。 

委員 4つの基本方針が、それぞれの分野で推進していくことが記載されてい

るが、基本方針の3と4はしっかり反映されているが、2のグローバル社

会については、あまり触れられていない。海外交流など、もっと外向

きの施策が必要と感じる。 
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発言者 発言概要 

委員 基本方針2で多様性の中で生きていくグローバル化が示されているが、

基本施策の中では、基本方針3のふるさと教育において、地域社会人と

して活躍できる観点からのグローバル化しか掲載されていない。その

ため、矮小化されたイメージのグローバル化に感じてしまう。 

委員 スポーツ交流をきっかけにグローバルな考え方になり、高校生になっ

た時に休学し、フランスやコスタリカに留学したケースもある。 

山下 庶務課

長 

 

海外に出ていくことだけでなく、今の時代、大垣に住んでいてもグロ

ーバルな社会を生きていることを意識して、基本方針2を策定してい

る。基本方針と基本施策がマッチしていない構造の問題については、

再調整したい。 

山本 教育委

員長 

グローバル化については、基本方針の2にも3にも関わってくるところ

である。グローバル人材の育成を考えたときに、ふるさとに足場をも

った人材を育てていきたい願いがある。また、これからの日本社会を

考えると外国籍の方も増えることが予想されるため、国の中でもグロ

ーバル化が進むことを考えると、基本方針の2と3双方に関わってくる

ため、両方で進めていきたい。 

委員 学校教育の中で、基本目標に「子を育成」となっているが、「子ども」

の方が良いのではないか。 

山本 教育長 児童生徒と表現しているところと、子と表現しているところがあるた

め整理する。 

委員 10ページに「外国人の子どもへの支援の充実」とあるが、「外国籍の子

ども」や「外国にルーツをもつ子ども」などの表現を検討してはどう

か。 

委員 「外国籍の子ども」や「外国にルーツをもつ子ども」が正しいとは思

うが、「外国人の子ども」には分かりやすさがある。 

渡邊 学校教

育課長 

表現については精査する。 

委員 読書活動推進分野の中身が、読書だけではなく、情報活用や資料の蓄

積なども含まれるため、将来的に図書館の資料の利活用全般を示す言

葉であってもいいのではないか。 

委員 学校教育の視点でみると、10年という計画のスパンはすごく長いと思

う。上の子どもはこの計画で育つが、下の子は違う。親の理解が必要。 
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発言者 発言概要 

委員 基本理念が最終目標であることを照らし合わせて、見直しをしていた

だきたい。 

委員 10年一昔といわれる中で、10年先を見通すことは難しいと思うが、基

本理念に向かって方向性を出していただきたい。 

山本 教育長 分野ごとに委員会の中で、今日の意見を参考に、再度検討していただ

きたい。 

 

⑸ 計画の推進体制について 

  資料に基づき、山下庶務課長が説明。 

 

⑹ その他について 

発言者 発言概要 

委員 基本施策の内容をどこまで記載するか難しい。固有名詞が記載されて

いる箇所もあるが、長期間の計画として相応しいか。具体的な事業計

画は年度別の事業計画で具体化してはどうか。 

 

閉会 


